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社会福祉協議会（社協）は、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています

２P

３P

４P

５P

６P

● 第42回水戸市社会福祉大会を開催等
● 第38回金婚祝賀会を開催等
● 地域だより
● お知らせ
● ボランティアセンターだより
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水
戸
市
末
広
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
あ
じ
さ
い
」
が
平
成
23

年
12
月
1
日
に
開
所
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
に

伴
い
閉
所
し
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
八
幡
荘
」
に
代
わ
っ
て

設
置
さ
れ
た
施
設
で
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
教
室
の
ほ
か
、

多
世
代
交
流
を
目
的
と
し
た
事

業
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
称
の
「
あ
じ
さ
い
」
は
市
民

の
応
募
の
中
か
ら
、
施
設
が
あ

じ
さ
い
通
り
に
面
し
、
あ
じ
さ

い
ま
つ
り
が
催
さ
れ
る
保
和
苑

に
隣
接
す
る
な
ど「
あ
じ
さ
い
」

に
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
関
連
記
事
３
ペ
ー
ジ
）

末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
じ
さ
い
」
が
オ
ー
プ
ン

2、3 階 談話コーナー2 階 湯上りスペース

末広老人福祉センター
  「あじさい」外観（上）と

1 階 エントランス（右）
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去
る
平
成
23
年
11
月
19
日

（
土
）、
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
館
を
会
場
に
、
第

42
回
水
戸
市
社
会
福
祉
大

会（
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）が
開
か
れ
、
高
橋

靖
水
戸
市
長
、
渡
辺
政
明
水

戸
市
議
会
議
長
を
始
め
、
ご

来
賓
の
ご
臨
席
の
下
、
約

１
３
０
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
震
災
の

影
響
で
、
会
場
を
当
会
館
に

移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
多
年
に

わ
た
り
福
祉
向
上
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
の
顕
彰
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
報
道
局
、
解
説
・
専
門
記

者
室
長
の
杉
尾
秀
哉
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
「
現
政
権
を
考

え
る
、
地
域
主
権
の
行
方
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
状
贈
呈
者

（１）
社
会
福
祉
団
体
役
員

　

 

（
３
名
）

　

� 

（
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
団
体
役
員
と
し
て
会
の

運
営
発
展
に
貢
献
）

　

江
幡
弘
、
鴈
野
重
威

　

富
田
和
子

（２）
自
立
更
生
者
（
1
名
）

　

� 

（
身
体
の
障
害
を
克
服
し
、

自
立
更
生
に
努
力
）

　

上
博
光

（３）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
４
団
体
・

　

18
名
）

　

� 

（
多
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地

域
福
祉
の
推
進
に
貢
献
）

【
団
体
】　

東
前
そ
ば
愛
好
会

　

�

水
戸
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
の
会
笠
原

支
部　

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
び
き

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
だ
ち

【
個
人
】
関
谷
か
つ
え　

　

早
川
郁
子
、
川
﨑
正
子　

　

久
野
ま
ち
子
、
宮
田
幸
子

　

長
沼
皖
司
、
米
川
宗

　

根
本
伸
生
、
伊
藤
忠
男

　

�

仲
田
菊
子
（
芸
名　

み
か

第
42
回
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

顕
彰
を
う
け
ら
れ
た
方
　々
（
敬
称
略　

順
不
同
）

み
き
く
え
）、
横
島
福
次

　

井
上
文
代
、
黒
沢
敬
子

　

木
我
順
子
、
沢
畑
千
鶴
子

　

大
木
芳
子
、
中
川
紀
江

　

坪
井
春
江

（４）
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
役

　

員（
25
名
）

　

� 

（
多
年
に
わ
た
り
社
協
関

係
役
員
と
し
て
会
の
運
営

及
び
地
域
福
祉
の
推
進
に

貢
献
）

　

弓
削
賀
子
、
井
上
マ
サ
子

　

岡
崎
幸
子
、
澤
田
弘
子

　

高
久
紀
子
、
田
中
寿
美
子

　

荘
司
玲
子
、
江
幡
桂
子

　

山
﨑
百
合
子
、平
賀
多
美
枝

　

森
好
子
、
永
井
律
子

　

白
田
茂
司
、
村
上
武
夫

　

根
本
勝
、
冨
岡
ま
す

　

松
村
重
宏
、
小
泉
和
一

　

青
木
高
子
、
久
野
す
み

　

大
内
綾
子
、
大
内
元
一

　

土
田
光
子
、
丸
尾
邦
江

　

平
岩
紀
代
子

２�

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状（
褒
状
）贈
呈
者

（１）
社
会
福
祉
協
力
共
助
者

　

 

（
６
名
）

　

� 

（
社
協
、
福
祉
施
設
・
団

体
に
協
力
共
助
し
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
）

　

軍
司
進
、
長
谷
川
利
次

　

中
﨑
高
行
、
早
川
淳

　

桜
井
磐
雄
、
塩
幡
節
子

（２）
ね
た
き
り
・
認
知
症
高
齢

　

者
、
障
害
者（
児
）の
介
護

　

者（
６
名
）

　

� 

（
多
年
に
わ
た
り
、
ね
た

き
り
・
認
知
症
高
齢
者
、

障
害
者（
児
）を
献
身
的
に

介
護
）

　

髙
﨑
夏
子
、
薗
部
美
知
子

　

加
倉
井
ゆ
り
、
本
田
弘
子

　

園
部
正
美
、
岩
見
明
義

顕彰の様子

式典の様子
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結
婚
50
年
を
お
祝
い
し

て
第
38
回
金
婚
祝
賀
会（
水

戸
市
、
水
戸
市
社
会
福
祉
協

議
会
共
催
）が
平
成
23
年
11

月
25
日（
金
）、
水
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
、

２
８
７
組
の
ご
夫
妻
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
や
来

賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、
代
表
の
二
組

の
ご
夫
妻
に
祝
詞
と
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

水
戸
大
神
楽
総
本
家
十
五
代

家
元
柳
貴
家
勝
蔵
社
中（
友

情
出
演
）の
み
な
さ
ん
に
よ

る
伝
統
あ
る
水
戸
の
大
神
楽

と
、
歌
手
佐
川
は
じ
め
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

市長から祝詞を受け取る國府田昭さん・道子さんご夫妻 渡里保育所の金澤匠くん、石金あいちゃんから花束を受け取る大森昌徳さん・千代さんご夫妻

水戸大神楽総本家十五代家元
柳貴家勝蔵社中のみなさんによる
大神楽（写真上）

第
38
回
金
婚
祝
賀
会
を
開
催

所 在 地　水戸市末広町２－３－１３
使用時間　個人利用　午前９時～午後５時
　　　　　団体利用　午前９時～午後９時
　　　　　（日曜日は午後５時まで。事前許可が必要です。）
　　　　　※入浴は午前11時〜午後３時
休 所 日　水曜日
　　　　　国民の祝日（水曜日の場合は翌日も休所）
　　　　　年末年始（12月29日～ 1月3日）

使　

用　

料

区分 使用者または使用目的 使用料

個人
・市内に居住する 60歳以上の方 無料
・市内に居住する 60歳未満の方
・市外の方 ３００円

団体

・�老人福祉センターの事業の促進
に寄与すると認める団体 無料

・�老人福祉センターの設置目的以
外に使用する団体

有料
※部屋、時間帯
　で異なります。

問合せ　☎２３２－００２１　 FAX２３１－３３９４

●茨城大

●
堀原運動公園

●
　茨城大附中

保和苑
●●

常磐小●

FOOD OFF
ストッカー

MEGA
ドン・キホーテ ●

●
セイブ

水戸女子高
　　●

●

●
●

常陽銀行
末広町支店

●
茨城高

五軒小
●●

水戸商高

常磐大高

新荘小●

水戸市末広
老人福祉センター
あじさい

●
県立歴史館

50

118

末広老人福祉センター「あじさい」ご利用案内

お祝いのあいさつを述べる
高橋靖水戸市長（写真右）
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地
域
だ
よ
り

社
協　

吉
田
支
部

ふ
れ
あ
い
食
事
会
10/28  

開
催

　

社
協
吉
田
支
部
は
、
公
益

信
託
江
橋
長
光
記
念
高
齢
者

福
祉
基
金
の
助
成
を
受
け
、

い
こ
い
の
村
涸
沼
を
会
場
に
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

44
名
を
お
招
き
し
て
「
ふ
れ

あ
い
食
事
会
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

秋
晴
れ
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

涸
沼
を
眺
め
な
が
ら
い
た
だ

く
食
事
は
と
て
も
お
い
し
く
、

ま
わ
り
の
方
と
の
会
話
も
は

ず
み
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
や

し
じ
み
な
ど
茨
城
県
産
の
食

材
を
豊
富
に
使
っ
た
料
理
で
、

肉
・
魚
・
野
菜
の
バ
ラ
ン
ス
も

よ
く
、
み
な
さ
ん
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

食
事
の
後
の
余
興
で
は
、

街
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
や
安

来
節（
ど
じ
ょ
う
す
く
い
）の
登

場
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
協　

吉
沢
支
部

 

食
事
会
10/22  

開
催

　

社
協
吉
沢
支
部
は
、
75
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

を
お
招
き
し
、
交
流
の
機
会

を
持
っ
て
い
た
だ
く
催
し
と

し
て
、
吉
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
食
事
会
を
開
き
、

11
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
員
で
懐
か
し
の
メ
ロ

デ
ィ
を
歌
っ
た
り
、
曲
に
合

わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

し
た
り
し
た
後
、
食
事
を
と

り
な
が
ら
様
々
な
話
題
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
話
題

の
中
心
は
３
月
の
大
震
災

で
「
一
人
で
心
細
か
っ
た
け

れ
ど
、
近
所
の

方
が
声
を
か
け

て
く
れ
て
気
持

ち
が
落
ち
着
き

ま
し
た
」
と
話

す
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

食
事
の
後
は

役
員
手
作
り
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
楽
し
み
ま
し

た
。

涸沼を展望しながら会食

レクリエーションに続いて歓談のひととき

　東日本大震災により中止となっていました結婚相談
所を平成 24 年４月から再開いたします。

相　談　日　�毎週土曜日（年末年始、祝日を除く）
午後１時〜３時まで受付

場　　　所　福祉ボランティア会館（赤塚１－１）
　登録を希望される方は以下の要領でお申込ください。
登録には本人がお越しください。

登録受付日　２月から毎週土曜日（祝日を除く）
　　　　　　午後１時〜３時まで受付
　　　　　　４月以降は相談日に受付いたします。
場　　　所　福祉ボランティア会館（赤塚１－１）
登録に必要なもの
①�結婚相談業者提出用証明書（独身証明書※本籍地
の市町村窓口で取得できます）
②�写真（全身立像、12cm×８cm、写真館で撮影したもの）
③申込料２千円（市外の方は３千円）
④登録申込書（受付で記入、筆記用具持参）

問合せ　水戸市社会福祉協議会　☎ 309 － 1001

結婚相談所を再開します 「同行援護」サービス
開始のお知らせ

　障害者自立支援法の一部が改正され、平成 23 年 10
月１日から、重度の視覚障害者（児）の方に対する外出
時の移動を支援する同行援護サービスが、障害福祉サー
ビスとして新たに開始されました。
　本会では、サービス提供事業所として県の指定を受
け、平成 24 年１月４日からサービス提供を開始いたし
ました。利用方法など、詳しくは、下記までお問い合
わせください。

同行援護の対象となる方
　重度の視覚障害により、移動に著しい困難を有する方
サービス内容
　移動時及び外出先においての視覚的情報の支援（代
筆・代読を含む）や移動の援護や介護となります。

問合せ
　水戸市赤塚 1-1 水戸市福祉ボランティア会館内
　水戸市社会福祉協議会在宅福祉サービスセンター
　☎ 309 − 5001
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編 集 後 記

募 集お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

　

財
産
・
家
族
・
離
婚
問
題

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と

や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。（
電
話
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
。
予
約
不
要
。

当
日
、
受
付
順
に
相
談
）

日�

時
／
毎
週
火
・
木
曜
日（
祝

日
を
除
く
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
ま
で
受
付

場�

所
／
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
館
（
赤
塚
一―

一
）

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

☎
３
０
９
・
５
０
０
１

　新しい年を迎えました。今年は辰年ですが、「辰」は
十二支の５番目で、動物は龍が割り当てられています。
龍は想像上の動物で、天空を飛ぶ巨大な爬虫類のような
イメージで描かれています。急流の龍門を登りきった鯉
は龍になるという登龍門の伝承があります。
　水戸ホーリーホックのマスコットのホーリーくんは龍を
モチーフとしています。今年こそ龍の如く猛々しくＪ２の
相手を蹴り倒し、Ｊ１昇格をめざして頑張ってほしい。

（広報委員　青木　實　記）

水戸市社会福祉協議会　平成23年10月～11月受付分
（敬称略･順不同）随時受付しております
寄付金（社会福祉事業に）
茨城山草会、常澄陶芸教室一同、常澄ちぎり絵クラブ一同、赤塚市
民センターとんぼ玉クラブ
（平成 23年度 11月末累計額　1,253,884 円）
使用済切手・テレホンカード・物品等
本田武洋、園部美喜子、水戸地方法務局人権擁護課、大澤昭一、枝
川勝美、東電用地（株）茨城支社、朗読ボランティアひびき、関東ビ
ルサービス（株）、坂本早苗、外岡健夫、新荘ふれあい電話、社協新
荘支部、（有）カネミツ商会、ボーイスカウト水戸第 2団、坂場ノリ子、
和田雅意、すみれの会、野菊の会、大槻恭子、東水戸運輸（株）、四
倉芙美、小川元子、ひたち野俳句の会、ときわふれあいでんわ、鈴
木盛雄、ガールスカウト茨城県支部、柳沢ふじ江、茨城県年金受給
者協会連合会、池田洋子、赤塚郵便局、（株）東和、古屋昌、真下寿
宣、東京計装（株）水戸工場、小林道子、サークル・点心、内藤政子、
大内節子、望月総合法律事務所、墨谷玲子、水戸市役所、高橋京子、
ふれあいクラブ、今橋重代、杉山キミ、社協緑岡支部、（財）茨城県
社会保険協会、あけぼの学園利用児（者）介護の会、（株）第一商会、
ノーブル美容室、竹内貴美江、上中妻小学校、ＮＰＯ法人いばらき
子どもの虐待防止ネットワークあい、ブリジストンタイヤセールス
関東（株）茨城カンパニー水戸営業所、安田深知江、冨岡ゴム（株）、
坂亮一、皆川栄一、渡辺繁男、下野善隆行政書士事務所、芦川華子、
小野修一郎税理士事務所、川村和雄、大内けい子、小澤一郎、前川
晶子、前田製菓店前田功、東京海上日動火災保険（株）茨城支店、大
和ハウス工業（株）茨城支店、小沼しつ江、金子聡、古川文子、石井
美代子、（有）扇商横倉功、赤塚女性会、安井京子

ご芳志ありがとうございましたご芳志ありがとうございました

水戸ヤクルト販売株式会社様より
車イス 19 台（写真は贈呈式の模様）

　時を重ねて風合いを増したブリキ板をキャンバスに、心に思
い浮かべる旅先の情景を描くワークショップを開催します。作品
は、占部（うらべ）さんの立体作品とともに水戸芸術館に展示し、
平成24年３月18日（日）には作家と各会場の参加者が一堂に会
す作品観賞をかねた茶話会を開きます。ぜひご応募ください。
●日時・会場
　平成24年 2月17日（金）南部老人福祉センターふれしあ
　　　　　　　　　　　 ☎ 247 － 6377
　　　　  2 月 18 日（土）水戸芸術館現代美術ギャラリー
　　　　　　　　　　　 ☎ 227 － 8120
　　　　  2 月 19 日（日）介護付有料老人ホームローズヴィラ水戸
　　　　　　　　　　　 ☎ 254 － 8111
　各日午後１時〜４時　各会場同じ内容です。
　いずれかにお電話でお申込みください。
　※汚れてもよい服装でお越し下さい。
●参加費　1,000 円　　●対象　60 歳以上
●申込み開始　平成 24 年 1月 17 日（火）午前 10 時～
　　　　　　　（定員 15 名先着順）
●問合せ　水戸芸術館現代美術センター
　　　　　　　☎ 227 － 8120　

作家・占部史人ワークショップ
「時間旅行―ブリキの車にのって」

水戸地域労働者福祉協議会様より寄付金

ASA 上水戸栗原新聞店、ASA 勝田北
部大和田新聞店、ASA 常陸大宮中村新
聞店、ボランティアサークル合歓の会、
茨城大学、大成女子高校他皆様のペッ
トボトルキャップ、プルタブ収集活動
等により車イス 1 台（今年度で 4 台目）



水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311－4141 水戸市赤塚1－1（水戸市福祉ボランティア会館内）
☎ 309－1011・FAX 309－1139
（http://www.mito-syakyo.or.jp）

問　合　せ・申込み等

（　　　　）ボランティアセンター
シンボルマークと標語

広げよう　心のふれあい　ボランティア

2012.1.15

�

毛糸でブローチ作り バルーンアート体験

あなたの笑顔　大好きです
ＮＰＯ法人　蛍の会　代表　沢畑　清子

　知的障害者の子を持つ親が中心となり、平成 14 年この
会を立ち上げ、毎週火曜日に集まり勉強会や支援事業の準
備等、障害者の社会参加推進事業を手探り状態で活動して
います。
　知的障害者が活動する場合、多くの場面において支援者・
協力者がいないと行動が制限されてしまいがちです。養護
学校卒業後の活動の場を多く持ち、地域の中でイキイキと
生活し活動できる環境作りをとの思いで取り組んでいます。
　平成 16 年から毎年開催しています「ふれあい蛍駅伝大
会」は今年で７回目となり、県内外から多くの知的障害者
が集まりスポーツの秋を満喫しています。また２回目にな
りますロードレース大会を平成 24年１月 22日に行います。
月２回のサッカー教室その他事業、障害者が気軽に参加で
きる事業を目指してまいります。共に活動する親子、兄弟、
支援者がたくさん集まり、みんなでほっこりできる場所を
作っていきたいと思います。一人一人の力（声）は小さい
けれど、みんなで集まって大きな力に変え、これからも笑顔・
感動・思いやりを強い絆で結び、細く長く活動できるよう
頑張りたいと思います。

あったか通信

水戸市社会福祉事業団の愛
パーク広場（河和田町）に
て月 2 回サッカー教室開催

駅伝大会スタートの模様（昨年10/29　千波湖周回コース）

ボランティア活動パネル展とボランティアミニ体験
　県央ブロック（水戸市・笠間市・小美玉市・茨城町・
大洗町・城里町）ボランティア活動推進会議が、イオ
ンモール水戸内原のイオンホールにて、11月 18日～
20日の３日間、地域・学校・施設で様々なボランティ
ア活動をしている団体の活動の様子やボランティアに
関する情報をパネルで紹介しました。またパソコンで
クリスマスカード・伝承折り紙（連鶴折り）・毛糸でブロー
チ作り・使用済み切手整理・手話・バルーンアート体験・
東日本大震災応援メッセージなどが行われ、家族づれ
や友人同士など多くの方の参加で賑わいました。

手話体験教室を開催
　広くボランティアの発掘と福祉の理解を図るために、
初めての方でも参加できる手話体験教室を開催します
ので、お気軽にご参加ください。

日　時　３月24日（土曜日）
　　　　午後１時～３時
場　所　水戸市福祉ボランティア会館
対　象　�ボランティア活動に関心のある方で体験を希

望する方（25名）
申込み　2月1日より受付（定員になり次第締切）
問合せ　水戸市社会福祉協議会　ボランティアセンター
　　　　TEL３０９－１０１１　FAX３０９－１１３９

ロードレースで力走する参
加者（昨年1/23　千波湖
周回コース）


